



A Monument of Twelve Stones, the First “Long Poem” 






In this paper we examine A Monument of Twelve Stones (1885), written by Yuasa 
Hangetsu. This is the first “long poem” in Japan, mainly based on the Old Testament's 
episode when the Israelite, Ehud, assassinated the Moabite King Eglon. First, we will 
assess the “foreword” by UEMURA Masahisa. Second, we will take a general view of 






































なお、本稿は詩歌論である各論 4 シリーズの各論 4-4 にあたる。下に各論 4 の構成表











詩歌論 各論 4-1 日本における「詩」の源流としての「唱歌」
の成立―国民国家論 7(※)― 

















































































































































































































































つ、《朝日さ(差)す エリコの城の/高楼も うづもるばかり/椰子の葉の しげ(茂)るも深し/
七里の白壁/千早振





































よ そ と せ
の なが(長)き旅路も/は(果)てにけり》、そ
して異邦の地を越えついに 40 年にわたる旅を終えカナンに到着する（75-79）。 
 この母子問答という設定は聖書にはない。雲の柱が民を導いたことなど、旧約の記述に
基づく部分も多いが[新間:76]、祭司が吹くのは法螺貝ではなくラッパあるいは角笛であっ
たり、2 列に分かれ歩く様子の記述がなかったりなど異なる点もある[ ː松田 58]。このよう
に、基本的にこの詩は旧約を素材とした創作詩ととらえるべき作品である。そのため以後、
聖書との異同には頓着しないこととする。 
(2)「二回古塚」[ ː湯浅 10-18] 


























の/底み(見)えて ひだりみぎ(左右)りに/しらなみ(白波)の 立分れ川に/一筋の 道ぞい
(出)で来ぬ》モーセが紅海を割ったときのように川が 2 つに割れ(96-104)、《いま(今)はと

























































































































































































































































































































































































































































































































































12 の石塚のあたりから 12羽のハトが群れ飛ぶ(676-84)。《あわれ我 その鳩のごと/翼あら
は
ば


































































































































スの 2 大叙事詩「イーリアス」(5,700 行余)、「オデュッセイア」(12,150 行)を皮切りに、
ウェルギリウス「アエネーイス」(9,887 行)、ダンテ「神曲」(約 15,000 行)など、次々と
その例を挙げる[斎藤:1]。湯浅がミルトンに触発されて、この長詩を執筆したことは多く






直文(1861-1903)の『孝女白菊の詩』(553 行)が発表され、以降 1889(明 22)年に北村透谷
(1868-94)の『楚囚之詩』(約 360 行)など、「長歌」と呼びうる作品が続々と登場する。一
方で、笹渕の指摘する通り、この作品が《後続の作品に対して格別の影響の痕を示さなか
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